
大田原市特定事業主行動計画を策定しました
男女が共に輝ける魅力あふれる職場をめざして

■目的
　平成 27 年９月、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律が施行されました。我が国では、急激な人口減
少局面を迎えており、持続的な成長を実現し、社会の活力を維持していくためには、国、地方公共団体、企業等が一
体となり「女性の力」を最大限発揮できる社会を構築しなければなりません。
　大田原市役所においても、事業主（法において、地方公共団体等は特定事業主となる。）の立場として、すべての
職員が仕事と生活の調和を推進し、一人一人の女性が個性と能力を十分に発揮できる職場環境を整備することを目的
として計画を策定します。

■計画を実施するための推進体制
①計画の策定、推進、見直しのための体制の整備　　

女性の活躍を効果的に推進するため、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく大田原市特定事業
主行動計画策定等検討委員会を設置し、計画の策定、推進、見直しを行います。
人事担当部局（総合政策部総務課人事係）において、計画の継続的な推進を担当します。
②計画の周知と実施状況の点検および公表

人事担当部局において、女性の活躍推進に関する情報等を、行政イントラネットなどにより全職員に対し周知します。
年度ごとに大田原市女性の職業生活における活躍の推進に基づく特定事業主行動計画策定等検討委員会を開き、目
標に対する実績などをふまえ各種取組が女性の活躍推進として役立ったか、効果があったかなどの観点から点検・
検証・評価を実施し、計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）のＰＤＣＡサイクルを確立させます。
また、取組状況や計画目標に対する実績などについての結果をホームページなどで公表します。
③職員からの相談・質問への対応
　人事担当部局において、相談・情報提供を行う窓口を設置します。
④計画実施の主体　　

臨時・非常勤職員を含めた全ての女性職員が働きやすく、ますます活躍できるような環境づくりに向け、職員は、
１つの実施主体にとどまることなく、自分にあてはまるもの全てを実行するように心がけます。

■計画期間
　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律は、平成 28 年度から平成 37 年度までの 10 年間の時限立法です。
　本計画は、平成 28 年４月１日から平成 33 年３月 31 日までの５年間を計画期間とする、前期計画を定めるもの
とします。

①仕事と家庭の両立に関する目標 ③長時間勤務是正に関する目標

②女性職員の管理的地位への登用拡大に関する目標

年度 28 29 30 31 32
男性（人） １ １ ２ ２ ２

年度 28 29 30 31 32
時間外

勤務時間
52,300

時間
51,200

時間
50,000

時間
49,000

時間
48,000

時間

年度 28 29 30 31 32
取得日数 11.4 日 11.7 日 12.0 日 12.2 日 12.5 日

年度 28 29 30 31 32
取得日数 70.0％ 72.5％ 75.0％ 77.5％ 80.0％

年度 28 29 30 31 32
取得日数 55.0％ 57.5％ 60.0％ 62.5％ 65.0％

年度 28 29 30 31 32
女性割合
（％） 24.8 26.1 27.4 28.7 30.0

年度 28 29 30 31 32
男性（％） 83.0 86.0 88.0 90.0 90.0

■大田原市女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく特定事業主行動計画　前期目標■

・女性の育児休業取得率：100％を維持します。
・男性の育児休業取得者数：２人以上をめざします。

・時間外勤務時間数：平成 26 年度の実績に基づき、
 　毎年度２％減をめざします。

・一般職員の年次有給休暇取得日数：平成 26 年
度の実績に基づき、毎年度３％増をめざします。

・臨時職員の年次有給休暇取得率：80％以上を目
指します。

・非常勤職員の年次有給休暇取得率：65％以上を
目指します。

・女性管理職の割合：30％以上をめざします。

※管理職：部長級、参事、課長級、総括主幹、保育園長、
　　　　   出張所長（管理職手当が支給される者）

・配偶者出産時の特別休暇取得率：90％以上をめざします。
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ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広
報
お
お
た
わ
ら
に
対
す
る

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り
の
た
め
、
毎
年
10
名
の
方
に
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
★
は
ご
意
見
を
受
け
て
の
変
更
点
）

①
必
要
な
情
報
・
新
し
く
得
た
情
報
は
あ

り
ま
し
た
か
。

○
市
内
の
さ
く
ら
に
つ
い
て
、
知
ら
な
い

ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、
参
考
に
な
り
ま
し

た
。（
4
月
号
）

○
特
集「
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
」に
つ
い
て
、

ご
み
処
理
に
係
る
費
用
・
温
室
効
果
ガ

ス
・
最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
量
な
ど

の
点
か
ら
も
、
も
っ
と
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
と
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。（
5
月
号
）

○
認
知
症
の
特
集
記
事
は
、
と
て
も
読
み

や
す
く
、
家
族
と
一
緒
に「
お
互
い
に
注

意
し
て
い
こ
う
」と
い
う
会
話
も
し
ま
し

た
。
健
康
政
策
課
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

出
来
る
案
内
の
一
行
は
安
心
感
を
持
ち

ま
し
た
。（
５
月
号
）

○
音
声
版「
広
報
お
お
た
わ
ら
」の
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。（
７
月
号
）

○
佐
久
山
小
学
校
雅
楽
部
に
つ
い
て
、
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
始

ま
り
や
活
動
内
容
な
ど
、
と
て
も
興
味

深
く
読
み
ま
し
た
。（
11
月
号
）

○
特
集「
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
」に
つ

い
て
、
大
田
原
市
の
今
、
震
災
直
後
と

復
旧
後
を
対
比
し
た
写
真
情
報
に
よ
り

わ
か
り
や
す
く
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

（
２
月
号
）

○
与
一
く
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
愛
ら
し
さ
に
思
わ

ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
広
報
の
レ

イ
ア
ウ
ト
に
取
り
入
れ
て
周
知
を
図
る

の
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

★
子
育
て
支
援
情
報（
カ
レ
ン
ダ
ー
）の

カ
ッ
ト
を
与
一
く
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
変

更
し
ま
し
た
。

②
分
か
り
づ
ら
い
文
章
表
現
・
単
語
は
あ

り
ま
し
た
か
。

○
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
と
わ
か
り
づ
ら

い
で
す
。

★
ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階
と
加
筆
す
る
よ

う
変
更
し
ま
し
た
。

○
都
市
計
画
案
に
つ
い
て『
縦
覧
』し
ま
す

と
の
見
出
し
の『
縦
覧
』と
い
う
言
葉
。

あ
ま
り
日
常
の
会
話
に
出
な
い
と
思
い

ま
す
。

○「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」は
、
毎
回
課
題
が
あ

る
箇
所
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
で
も
わ

か
る
よ
う
な
説
明
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

③
写
真
や
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
の
良

い
点
・
改
善
点
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

○
カ
ラ
ー
地
の
上
に
載
せ
た
文
字
が
小
さ

く
、
淡
い
の
で
見
づ
ら
い
で
す
。
他
の

出
版
物
で
も
、
文
字
が
淡
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
広
報
は
市
民
へ
の
必
要
な

情
報
の
提
供
で
す
の
で
、
一
字
一
句
も

ゆ
る
が
せ
な
い
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

○「
今
月
の
表
紙
」の
写
真
は
小
さ
す
ぎ
る

と
思
い
ま
す
。
写
真
の
右
や
下
に
十
分

余
裕
が
あ
り
ま
す
。

★
掲
載
の
写
真
の
サ
イ
ズ
を
2
倍
ほ
ど
大

き
い
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

○
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
が
変
わ
り
見
や
す
く

な
り
ま
し
た
が
、
15
日
始
ま
り
な
の
で
、

月
初
め
か
ら
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
と

便
利
で
す
。

★
紙
面
ス
ペ
ー
ス
を
検
討
し
、
掲
載
期
間

を
10
日
始
ま
り
に
変
更
し
ま
し
た
。

○
毎
回
表
紙
の
写
真
に
引
き
つ
け
ら
れ
ま

す
。
一
瞬
を
と
ら
え
た
良
い
写
真
ば
か

り
で
す
ね
。

○
見
出
し
や
副
タ
イ
ト
ル
で
よ
り
読
者
を

惹
き
つ
け
る
努
力
が
常
に
必
要
か
と
思

い
ま
す
。
見
出
し
の
文
字
の
大
き
さ
に

変
化
を
も
た
せ
た
り
、
囲
み
枠
で
変
化

を
つ
け
た
り
な
ど
な
ど
、
こ
の
辺
か
ら

読
者
を
惹
き
つ
け
る
手
始
め
の
ヒ
ン
ト

が
あ
り
そ
う
で
す
。

○
最
後
の「
ス
ナ
ッ
プ
お
お
た
わ
ら
」を
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を

開
い
た
瞬
間
、
目
が
行
く
の
は
や
は
り

写
真
。
写
真
の
力
は
す
ご
い
で
す
ね
。

④
広
報
紙
に
ど
の
よ
う
な
記
事
の
掲
載
を

希
望
し
ま
す
か
。

　
希
望
す
る
テ
ー
マ
や
記
事
内
容
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。

○
本
庁
配
置
図
の
よ
う
な
も
の
を
、
２
ペ
ー

ジ
の
目
次
あ
た
り
に
小
さ
な
サ
イ
ズ
で

も
よ
い
の
で
毎
月
入
れ
て
く
だ
さ
る
と

便
利
で
す
。

○
熱
中
症
対
策
が
7
月
に
あ
る
と
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

○
与
一
く
ん
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
載
せ

て
ほ
し
い
で
す
。

★
巻
末
の『
今
月
の
与
一
く
ん
』の
ほ
か
、

　

与
一
く
ん
ブ
ロ
グ
やFacebook

・Tw
itter

な
ど
で
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

・
ブ
ロ
グ　

http://o-yoichi.jugem
.jp/

・Facebook

　

https://www.facebook.com
/nasuyoichikun

・Tw
itter

　

https://tw
itter.com

/yoichikun41/

○
新
市
庁
舎
の
建
設
に
向
け
た
進
捗
状
況

を
載
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

○『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』の
方
々
の
活
動

を（
内
容
、
報
告
、
結
果
な
ど
）教
え
て

ほ
し
い
で
す
。

★
巻
末
の『
地
域
の
ひ
ろ
ば
』に
お
い
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

の
連
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

○
社
会
貢
献
活
動
で
活
躍
し
て
い
る
民
間

団
体
・
人
な
ど
の
取
材
記
事
を
希
望
し

ま
す
。

○
頑
張
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
、

掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○
真
中
監
督
の
よ
う
に
、
大
田
原
出
身
で

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
記

事
な
ど
、
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
今
後
よ
り
わ
か
り

や
す
く
、
読
み
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

問
情
報
政
策
課　
　

２
階　

　
（
２
３
）８
７
０
０
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